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概要   

日本においてTV放送のデジタル化の波が急速に押し寄せてきている。デジタル放送の利点は沢山あるが、  

このレポートにおいては、その中の一つとして最近の話題であるメタデータの応用について報告する。メ  

タデータを応用する事によってEPGの実現を始めとして番組内の検索や選択視聴が容易となる。  

本レポートにおいては、デジタル放送のメタデータ応用例と共に、それらメタデータと電子図書館システ  

ムにおける属性情報群としてDublinCoreMetadataSetの整合性について述べる。  
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Abstract   

ThewaveofDigitalizationofTVbroadcasthassurgedrapidlyinJapan・Therearemanyadvantages  
ofDigitalbroadcastlng・InthispaperlWewi11reportaboutsomeoftheadvantageswhicharebasedon  
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1．はじめに   

日本において放送のデジタル化が急速に進行している。デジタル化を行う事によるメリットは沢山ある。  

デジタル化を行う事により、チャンネルを増やす事が可能となり、視聴者はより自分の好みに合わせた番  

組選択を行う事ができるし、受信電波状態が良好でない場合のノイズやゴースト等も軽減する事が可能と  

なる。それらと同様に、より視聴者の好みに沿った視聴形態が可能となるであろうこともデジタル放送の  

一つのメリットである。  

本レポートに於いては、まずデジタル放送、および次世代情報放送システム研究所が想定している情報放  

送について第2章で説明を行う。その上で、第3章において、デジタル放送でのメタデータ応用例を、具  

体的に2例挙げて説明する。第4章においては、第3章で用いられたメタデータが、電子図書館システム  

におけるダブリンコア要素群と非常に親和性が高い事を示す。そして第5章でまとめる。  

2．デジタル放送   

2．1次世代情報放送システム研究所について   

次世代情報放送システム研究所、通称アイビーラボは、放送を応周し、利用者のニーズに応じた情報の管  

理、検索、送受信技術を追求することを目的として1997年に設立された（1）。研究会社としては2002年  

までの時限会社であり、出資は基盤技術研究促進センターおよび、ソニー、松下電器産業、リコーのメー  

カー3社と、NHIく（日本放送協会）、日本テレビ放送網、フジテレビジョンの放送局3社である。官民、ま  

たメーカーと放送局の協力の下、次世代の放送応用技術の研究に励んでる（1）。   

次世代に放送される物は、ビデオストリーム型のテレビ番組のみではない。インタラクティプな放送も  

考えられるし、オブジェクトを変えての視聴も可能になろうし、ゲームも放送で可能になるかもしれない。  

そこには無限のエンタテイメントと情報配信の可能性が秘められている。  

2．2想定している系   

アイビーラボで想定している系をFig．0に示す。この様に研究内容の要素は、大きく4つに分けられる。  

1）放送システム、制作システム  

2）配信、伝播  

3）受信、蓄積  

4）検索  

この系においては放送素材自体がデジタルコンテンツであるから、家庭内の受信端末（STB）は、その機  

能の一つとしてインターネット等のデジタルコンテンツへのアクセスも可能である。しかし、実際にデジ  

タル放送と言った時には、Fig．0で記述されているインターネットからの双方向通信も含めた系を指す場合  

と、下半分は想定せずに、飽く迄電波を使ったデジタルコンテンツの配信のみを指している場合があるが、  

本レポートでは厳密な使い分けをしているわけではない。  

デジタル放送では、配信受信システムのみでなく、制作システムも変更されると思われる。一例を挙げれ  

ば、番組に付加するメタデータを作成したり、それを画像と多重化したりする、という作業が追加される。  

家庭内での受信においてもデジタルである事を生かした形での蓄積が行われるものと想定している。これ  

は、NHKの揺喝しているISD王∋においても同様である（2）。放送される番組も、現在の様な形態の物を  

デジタル化した物から始まり、ゲームソフトや音楽ソフトの配信、データ放送尊いろいろ考えられるが、ど  
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（2）Distribution  

（3）Receiv   

and Storing 

FigO・ConceptofInfbrma也onBroadcastngSystem  

れであるかについてはここでは問題にしていない｛。例示をする場合にはその都度そのコンテンツの内容を  

説明することとする。，  

では、インターネットのデジタルコンテンツと放送のそれを比較してみよう。インターネットの世界では、  

構造化表現、抽象化表現への規格化が加速きれている。これは「見せる人が見せたいように」から「見た  

い人が見たい様に」への変更が行われつつあるといっても過言ではあるまい。放送においては、今後も前  

者が主流であると思われるが、後者も増加するものと予想される。その為、デジタル放送においても、番  

組の構造化を行おうという動きがある。その活動の例としてはにMPEG－7、WWW－TVを挙げる事がで  

きる。その関係をFig．1に示したご 

3．放送におけるメタデータ応用   

この章でほ、メタデータ応用の具体例として、「EPG」と「番組内インデックス」を説明する。  

3・1EPG（ElectronicProgrammeGuide）  

デジタル放送において、EPG（電子番組案内）は、ほぼ必須のサービスになると考えられる。EPGの為  

の基本的な情報（番組配列情報）ほ、その番組に対する「メタデータ」と位置付ける辛が出来る（Fig．2）。  

ARIB（電波産業会）においても、「番組配列情報」として規定を行っている（3）。この番組配列情報は、  

ヨーロッパの規格DVBtSI（4）を基礎として、日本の実状に合うように作られたものである。番組に、付  

けられたジャンル、登場人物、といった情報（メタデータ）から、一般視聴者は自分の好みの番組を選択  

して視聴する事が可能となるげig．鈷このメタデータの内容の詳細については4牽で詳述する。  
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3．2番組内インデックス   

「番組内インデックス」は、現在検討中の新しい放送サービスである（5）。テープメディアに記憶されい  

るものにテープカウンタが付いているように、デジタルに記憶されているものにも、何処に何があるかを  

記述しているテーブルが必要である。これを番組内インデックスと呼んでいる。この番組内インデックス  

もメタデータの一種である。Fig4．を用いて説明を行う。上段は、デジタル放送を敢えてストリーム化して  

表現している。ある番組（例えばニュース番組）の中のシーン（例えば経済コーナー）を探し出す為には、  

そのシーンに付加されている番組内インデックスを利用する。上記は最も簡単な例であるが、これを応用  

する例が下段にある。ニュース番組を3本、録画しておき、その日の経済ニュースだけを探して視聴する、  

というような事が可能になる。また、シリーズ番組内のある特定のコーナーの録画予約、というような事  

も可能である（6）。  

4．電子図書館システムと情報放送システム   

第3章で述べてきた様なデジタル放送へのメタデータ応用は、検索、選択がその基本的な技術として必要  

である。つまり、コンテンツに付けられた「書誌情報」を頼りに検索を行っている。蓄積されている物の検  

索という立場で考えれば、「図書館」は先駆者である。図書館においてもデジタルコンテンツを扱い、また  

検索自体も電子化されてきている。ここでは電子図書館における検索の為のメタデータと放送のメタデー  

タの比較を行ってみたい。  

T■able・1は、中行に電子図書館システムの基本的な属性語セットであるダブリンコア（7）の要素群、そし  

て、左行、右行には、ARIB番組配列情報において定められているEIT（EventInformat，ionTable）内の記  

述子（記述内容）を表し、それらの関係を矢印で示している。DCの要素中、＜＞で括られているのは、  

伝送に用いられるMPEG－2のシステムが必要とするものである。また、関係付けられていないものは、ど  

れに対応付けするか、Quali鮎ー（ダブリンコアにおける、要素の詳細記述）を伺いる等若干の工夫が必要で  

ある。  
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この比較から、ダブリンコアの要素群と番組配列情報としてのEITは、非常に良く対応が取れている。こ  

のことは、放送番組の電子図書館システム上での管理が可能であることを表している。具体的には、デジ  

タル放送用に作られた各種メタデータを、要素語（属性語）の相応表に従って、電子図書館システム上に  

のせる。  

Fig．0に戻って、Libraryの意味を改めて考える。この場合、Libraryは、放送局の番組を管理するための  

蓄積媒体であると言ってもよい。利用者は、放送局の関係者のみでほなく、一般の人もその利用者である。  

「デジタルコンテンツの図書館」として、放送局の番組サーバが加わった考えることが出来る。インター  

ネット上のポータルサイト（これ自体DBである）に、DCによって記述された「番組書誌情報」が管理  

されており、そこを経由してTV局内のLibraryに接続する、というのが1つのモデルである。  

上述は、番組という単位に対する書誌情報としてのメタデータの取り扱いであり、書誌情報としての  

DCとの親和性であったが、DCを用いて、番組内容自体の構造的記述も盛んに研究されている（8）。  

5．ぁわりに   

本レポートにおいては、日本におけるデジタル放送において、メタデータがどのように使われようとして  

いるかを紹介するとともに、そのメタデータの取り扱いが電子図書館システムと非常に親和性があり、近  

い将来において同一化できるのではないかという示唆を行った。放送において、実際にメタデータを用い  

るには、解決しなければならない課題もある。一例を挙げれば、「誰が、いつ、どのような」メタデータを  

作成するのか．。「デジタル放送」という大きな枠組みの中でのメタデータの取り扱いには、まだまだ解決  

すべき問題が山積されているが、しかし、マルチメディアの鵬端とLて確実にデジタルの世界との共存が  

ターゲットとなってきたことは間違いない。、  
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TabIel．ARIB STD－BlOfM－SIvs．I）Celementsset  

Mandatory Desrriptors DCElemerAs  Op也onalDescnptor＄  

1．Con血也onalAcαSS（＊）  

2．Copy正g抽  

3．Netwo止Name  

SubjectandKeyword  
S血侃ng  

Co11n呵rAv血1a規e  

Li皿k喝e  

ExtendedEvす1t  

Compon飢t  
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Content  
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Di由t山CopyCon廿01  

Descrlp也On  

Sowce  
4．ServiceList  

5・SatdliteDdiverySystem  
6・BoⅦ・qlユetName  

7．Ser肩ce  

8．NVOD（＊）  

9．TirneShi氏edService（＊l  

L叩g叩ge  
Rel如ion  

Cover喝e  

AuthororCreator  

Pl血1ish訂  

10．SI10正Ev併1t  

ll・TimeShi蹟edEvent（＊）  

12・Hier訂d五c血Tr肌臥（＊）  

13・Em訂genCyInfb，（＊）  

14・D如aComponent（＊）  

15・Sy如emM圧n喝em飢t  

OtherCα】廿ね血rs  

Rig比sM畠n喝eme血  

＜Date＞  

Resou∬CeT汀e  

Fo皿  

∈型撃傘型型  ＜ResourceIdenヒi鮎r＞  

（＊）：Mandatory under Condition ＜＞：MPEG2SecticnRequired  
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